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概要

2

デジタル教育の第一歩として

E&Tで初めてPower Appsを活用し
講師が中心となって勤怠・在席状況共有を内製アプリ化した

実践事例の紹介です



デジタル教育を起点に、現場主導で業務を内製アプリ化した取り組み
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After

・出社・退勤、在宅・職場をチャット投稿
・投稿の手間、情報が分散
・チーム全体の状況が把握できない
・本人に確認する

メンバーの出社・在宅確認
の手間・分断

Before Task

Power Appsを部内の
メンバーに知ってもらおう

「自分たちで作れそう」
という内製意識の芽生え

確認

One
クリック

勤怠共有アプリ

他部門からも利用したいと相談
があり、アプリの複製を提供

登録
Task活動メンバー

・リーダー（現場の勤怠管理者）
業務要件とりまとめ

・デジタル教育 担当 1名
アプリ開発

テーマ
選定

要件
整理

実践
Teamsチャット

今日は
出社？

投稿 投稿

今日は
在宅

個人チャット

？

確認

全員出社
してるかな・・

管理者

登録

管理者

サクッと
一望できる



内製アプリ画面と現場の声を紹介
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アプリ画面

利用者の声 ・メンバーの出社状況を一覧で
確認でき、状況把握がしやすい

・残業申請、予定登録、席替えまで
一つのアプリで対応でき、利便性
が高い

・操作が直感的で、迷わず使える
点が良い

管理者の声 ・毎朝メンバー全員の出社確認し
ていたが、座席の形で見れるよう
になって楽

・出社/退社時間が一覧化されて、
チームメンバーの出退勤時間を
確認するためにチャット履歴をス
クロールする必要がなくなった
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